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年頭のあいさつ

 New Year Greetings 2020

えびの市長

村岡隆明
Muraoka　Takaaki

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
硫
黄
山
噴
火
に
伴
い
発
生
し
た
河
川
白
濁
問

題
も
、
川
内
川
の
水
質
改
善
や
水
質
監
視
装
置
・
取
水
ゲ
ー

ト
自
動
閉
門
シ
ス
テ
ム
導
入
等
に
よ
り
、
1
3
9
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
農
地
で
作
付
け
再
開
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
長
江
川
か
ら
の
取
水
も
再
開
で
き
る
見
通
し
と

な
り
、
さ
ら
に
約
80
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
で
作
付
け
可
能

と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
い
ま
だ
作
付
け
で
き
な
い
農
地

も
あ
り
ま
す
の
で
、
す
べ
て
の
農
地
が
作
付
け
可
能
と
な

る
ま
で
、
引
き
続
き
、
国
、
県
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、

確
実
に
復
興
を
推
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
4
月
か
ら
市
で
運
営
す
る
こ
と
と
な
り
、

今
後
の
活
用
に
向
け
て
協
議
を
重
ね
て
き
た
「
足
湯
の
駅

え
び
の
高
原
」
は
、
え
び
の
市
農
業
協
同
組
合
が
1
階

フ
ロ
ア
ー
で
特
産
品
を
販
売
す
る
土
産
物
店
を
出
店
す
る

見
通
し
と
な
り
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
前
の
オ
ー
プ
ン

を
目
指
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
当
施
設
が
、
以
前
の
よ

う
に
多
く
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
う
観
光
拠
点
と
な
る
よ
う
、

引
き
続
き
他
の
ス
ペ
ー
ス
活
用
や
今
後
の
P
R
等
に
つ

い
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　「
道
の
駅
え
び
の
」で
は
、
物
産
販
売
所
の
増
築
や
駐
車

場
増
設
等
の
工
事
が
完
成
し
、
昨
年
9
月
に
は
来
場
者
が

累
計
4
0
0
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。
J
R
京
町
温
泉
駅

の
駅
舎
と
観
光
交
流
拠
点
施
設
を
兼
ね
備
え
て
オ
ー
プ
ン

し
た「
京
町
温
泉
駅
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
」で
は
、
県
立
飯

野
高
等
学
校
と
京
町
・
吉
田
温
泉
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
共
催
で
開
催
さ
れ
た「
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
フ
ェ
ス
」や
有

志
が
集
ま
っ
て
開
催
さ
れ
た「
ニ
コ
リ
マ
ル
シ
ェ
」な
ど
、

市
民
が
中
心
と
な
っ
た
利
活
用
が
増
え
、
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
が
っ
て
お
り
ま
す
。国
登
録
有
形
文
化
財「
J
R
吉

都
線
え
び
の
駅
本
屋
」の
耐
震
改
修
工
事
や
加
久
藤
橋
架

替
工
事
が
完
了
す
る
な
ど
、
公
共
施
設
等
の
整
備
も
進
ん

だ
と
こ
ろ
で
す
。そ
し
て
、
産
業
団
地
造
成
事
業
は
、
昨
年

5
月
の
臨
時
議
会
で
造
成
等
に
必
要
な
予
算
を
議
決
い
た

だ
き
、
本
格
的
に
造
成
に
着
手
し
ま
し
た
。令
和
3
年
の

完
成
に
向
け
て
、
引
き
続
き
企
業
誘
致
に
ま
い
進
す
る
所

存
で
す
。

　
本
市
は
、
今
年
12
月
に
市
制
施
行
50
周
年
を
迎
え
ま

す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
、地
域
経
済
発
展
、観
光
振
興
な
ど
、

地
方
創
生
の
推
進
に
注
力
す
る
と
と
も
に
、
現
在
企
画
中

で
あ
る
記
念
式
典
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
市
制
施

行
50
周
年
記
念
事
業
の
実
施
と
そ
の
成
功
に
向
け
、
市
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
本
年
が
、
え
び

の
市
の
こ
れ
ま
で
の
歴
史
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
の
未
来

を
し
っ
か
り
展
望
で
き
る
1
年
に
な
る
よ
う
官
民
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
結
び
に
、
市
民
の
皆
様
に
は
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
皆
様

に
と
り
ま
し
て
健
や
か
で
穏
や
か
な
年
と
な
り
ま
す
よ
う

お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。
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令
和
2
年
成
人
式
が
、
1
月
5
日
、

市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
、
は
か
ま
や
ス
ー
ツ
、
振
袖
姿

に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
１
４
５
人
（
男

74
人
、
女
71
人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
上
野
弘
樹
さ
ん
（
真
幸
中

出
身
）
が
市
民
憲
章
を
朗
読
。
野
田
里

緒
さ
ん
（
上
江
中
出
身
）
が
成
人
証
書

と
記
念
品
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

式
辞
で
村
岡
市
長
が
「
皆
さ
ん
は
、

こ
れ
か
ら
未
知
の
時
代
を
新
し
い
や
り

方
で
切
り
開
い
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
の
自
覚
を
持
ち
、
誇
り
を
持
っ

て
新
時
代
を
作
り
上
げ
て
い
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
新
成
人
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま

し
た
。

　

新
成
人
代
表
と
し
て
竹
中
理さ

と
か嘉
さ

ん
（
加
久
藤
中
出
身
）
が
「
私
の
夢
は
、

地
域
医
療
に
貢
献
で
き
る
医
師
に
な
る

こ
と
で
す
。
毎
日
が
弱
い
自
分
と
の
闘

い
で
す
が
、
憧
れ
の
お
医
者
さ
ん
や
家

族
や
友
人
を
思
い
出
し
な
が
ら
頑
張
り

ま
す
」
と
意
見
発
表
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
野
美
和
さ
ん
（
飯
野
中
出

身
）
と
塩
川
大
稀
さ
ん
（
加
久
藤
中
出

身
）
が
感
謝
と
誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ

ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
会
場
で
は
、
岡
元
小

児
童
に
よ
る
合
唱
奏
・
合
唱
や
小
倉
里

恵
さ
ん
の
エ
レ
ク
ト
ー
ン
演
奏
に
合
わ

せ
、
新
成
人
の
中
学
校
時
代
の
写
真
な

ど
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
流
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
懐
か
し
い
写
真
が
映
る
た

び
歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

上野さん（真幸中）竹中さん（加久藤中）

野田さん（上江中）大野さん（飯野中）、塩川さん（加久藤中）



　

今
年
度
、
え
び
の
市
Ｓ
Ａ
Ｐ
会
議
（
若
手

農
業
者
団
体
）
が
飯
野
高
校
と
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ａ
Ｐ
と
は
、「
Ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｙ 

ｆ
ｏ
ｒ 

Ａ

ｇ
ｒ
ｉ
ｃ
ｕ
ｌ
ｔ
ｕ
ｒ
ａ
ｌ 

Ｐ
ｒ
ｏ
ｓ
ｐ

ｅ
ｒ
ｉ
ｔ
ｙ
（
農
業
繁
栄
の
た
め
の
学
修
）」

の
頭
文
字
を
と
っ
て
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で

す
。
全
国
で
は
、「
4
Ｈ
ク
ラ
ブ
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
組
織
で
、
次
世
代
の
農
業
の
担
い

手
育
成
と
農
業
後
継
者
の
確
保
を
目
的
に
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
え
び
の
市
Ｓ
Ａ
Ｐ
会

議
は
、
現
在
、
20
代
か
ら
30
代
の
13
人
で
活

動
を
行
っ
て
お
り
、
Ｓ
Ａ
Ｐ
農
園
の
運
営
や

自
主
学
習
と
し
て
の
勉
強
会
、
え
び
の
の
農

業
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
市
外
・
県
外
の
団
体
と
の
交

流
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
え
び
の
市
Ｓ
Ａ
Ｐ
会
議
は
、
飯

野
高
校
と
「
課
題
研
究
授
業
の
中
の
地
域
支

援
活
動
」、「
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
プ
レ
ゼ
ン
ツ
ご

当
地
グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
９
㏌
ま
つ

り
宮
崎
へ
の
出
店
」
に
初
め
て
取
り
組
み
ま

し
た
。

　

飯
野
高
校
で
は
、「
課
題
研
究
」
と
い
う

授
業
を
長
く
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、

1
・
2
年
生
で
学
ん
だ
知
識
を
深
め
る
た
め

に
、
生
徒
た
ち
自
身
が
校
内
で
研
究
す
る
と

い
う
授
業
で
し
た
。
し
か
し
、
同
高
は
、「
地

域
に
根
差
し
た
学
校
」
を
目
指
し
て
い
る
た

め
、
今
年
度
か
ら
、
授
業
時
間
を
増
や
し
、

校
内
で
の
研
究
だ
け
で
な
く
、
校
外
の
事
業

所
等
で
活
動
す
る
時
間
も
設
け
ま
し
た
。

　

同
高
生
活
文
化
科
3
年
生
は
、
10
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

内
の
1
つ
が
Ｓ
Ａ
Ｐ
と
の
農
業
体
験
で
す
。

今
年
度
は
3
人
の
生
徒
が
Ｓ
Ａ
Ｐ
と
の
農
業

体
験
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

授
業
は
全
13
回
行
わ
れ
、
校
内
で
の
野
菜

の
栽
培
や
Ｓ
Ａ
Ｐ
会
員
の
農
園
見
学
・
農
作

業
体
験
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
栽
培
し
た
野

菜
は
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
・
ピ
ー
マ
ン
・
唐
辛
子
・

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
で
す
。
授
業
の
最
後
に
は
、

栽
培
し
た
野
菜
を
使
用
し
て
パ
ン
作
り
を
行

い
ま
し
た
。

野菜を育てる他にも…

　野菜の収穫が終わってからは、SAP会員の農園で、農園見学や農作業体験を行い、農業についての知識を学
びました。

SAP
×

飯野高校

肥料をまいたり、畑を耕したり…初め
て使う機械は難しい！次はいよいよ苗
を植えます。

生い茂る雑草をみんなで取り除きます。
結構な重労働…。終わったころにはヘ
トヘトです。

①草抜き

②畑の準備

プチトマト・ピーマ
ン・唐辛子の苗を植
えます。SAP 会員の
説明を真剣に聞きま
す。

③苗植え

プチトマト栽培のハウスを作りま
す。骨組みを作って、ビニールを
かける作業は大変です。

④ハウスの準備

野菜が大きく育つように
誘引をします。毎日の水
やりは交代で行います。

⑤栽培

実った野菜を丁寧に収穫
します。おいしそうな赤
いミニトマトがなりまし
た。

⑥収穫

収穫した野菜でパン作り。ピ
ザパンとコーンパンを作りま
した。

⑦パン作り

◎課題研究授業
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－ INTERVIEW －

えびの市 SAP 会議　理事長
　　　   立久井 友文 さん

伊藤 舞衣 さん 寶尺 洋志 さん 板元 聖弥 さん

えびの市 SAP 会議理事長と飯野高校生に話を聞きました。

　授業を受ける前は、畑仕事は
大変というイメージで、農業に
は興味がありませんでしたが、
実際にやってみると楽しかった
です。
　畑をつくる前の草抜きや毎日
の水やりは大変でしたが、自分
たちが育てた野菜を収穫して実
際に食べた時は、うれしかった
しおいしかったです。
　今回の授業では、農業の大変
さや農業をするにはビニールハ
ウスや農薬など、さまざまな面
で費用がかかるということを知
ることができました。

　これまで、農業に関する知識
はあまりありませんでしたが、
今回の授業で農薬のことなど農
業の奥深い部分まで知ることが
できました。
　農業をするには、人手やお金
がかかること、日々自分たちで
勉強を続けなければいけないな
ど大変な部分もあるんだなと感
じました。実際に自分たちで手
間をかけて育てた野菜を食べた
ときは、とてもぜいたくな気持
ちになりました。
　これから、もっと農業につい
て勉強したいので、卒業後は農
業の道に進みます。

　みんなで協力して野菜を育て
たことで得るものは大きかった
と思います。農作業の体験では、
農具や機械などが重く、力仕事
も多くて大変でした。機械の操
作なども難しく、SAP の皆さん
のように大きな畑を少人数で運
営している人はすごいなと思い
ました。
　これまで野菜を食べる時に何
も意識していませんでしたが、
実際に野菜ができるまでの過程
を自分で経験して、野菜を育て
ることの大変さなどを知るいい
機会になりました。

　今回、飯野高校とえびの市 SAP 会議の取り組みたいこと
がマッチングして、このような取り組みを行うことができ
ました。この地域支援活動の授業は、SAP が授業内容を決
めて、主体的にやらせてもらいました。どのように進めて
いくか模索したこともありますが、やってよかったと思っ
ています。自分自身、人に教えるということを経験したこ
とがなかったので、人に伝えるという部分でもすごく学ば
せてもらったなと思います。
　今回の取り組みで初めて、地元の子どもたちと一緒に農
作業を通して関わることができました。それによって、自
分たちも成長できたし、子どもたちも成長できたのではな
いかなと思っています。今後もお互いに高め合っていける
ような活動ができたらいいなと思っています。
　SAP としても、今後も担い手の育成や農業のすばらしさ
を伝えていくような活動をしていきたいと考えています。

　

グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
出
店
は
、
昨
年

度
か
ら
準
備
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ま
ず
、

飯
野
高
校
生
活
文
化
科
の
生
徒
が
4
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
え
び
の
産
の
農
産
物
を

活
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
考
案
。
そ
の
中
か
ら

タ
コ
ラ
イ
ス
を
出
品
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し

た
。

　

そ
こ
か
ら
試
作
を
繰
り
返
し
、「（
飯
野
高

校
×
Ｓ
Ａ
Ｐ
）
青
春
Ｓ
Ａ
Ｐ
ラ
イ
ス
～
霧
峰

牛
を
添
え
て
～
」
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

当
日
の
結
果
は
、
惜
し
く
も
グ
ル
メ
部
門

15
市
町
村
中
6
位
で
し
た
が
、
Ｓ
Ａ
Ｐ
会
員

と
飯
野
高
校
生
が
一
丸
と
な
っ
て
メ
ニ
ュ
ー

考
案
か
ら
出
店
ま
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ａ
Ｐ
と
飯
野
高
校
が
一
緒
に
取
り
組
み

を
行
っ
た
の
は
今
年
度
が
初
め
て
で
す
が
、

今
回
の
取
り
組
み
を
き
っ
か
け
に
、
今
後
も

一
緒
に
な
っ
て
生
徒
た
ち
の
成
長
や
地
域
の

発
展
の
た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
予

定
で
す
。

　

Ｓ
Ａ
Ｐ
は
、
こ
の
他
に
も
、
地
域
の
イ
ベ

ン
ト
の
ス
タ
ッ
フ
や
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど

も
た
ち
へ
の
農
作
業
体
験
な
ど
、
新
し
い
こ

と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
飯
野
高

校
も
次
世
代
を
育
て
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
が
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

地
元
を
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
に
頑
張
る

若
者
た
ち
の
取
り
組
み
を
地
域
全
体
で
見
守

り
、
応
援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◎課題研究で SAP の授業を受けた飯野高校生活文化科 3 年生

◎グルメコンテスト

4 つの班に分かれてメニューを考案
し、その中からタコライスを出品
することが決まりました。

①メニュー開発

何度も試作を繰り
返し、使用する野
菜や調理方法など
を検討しました。

②試作

グルメコンテスト
当 日。SAP 会 員
と飯野高校生で販
売しました。青春
SAP ライスは見
事完売！

④出店

試作を繰り返して完
成した自信の一品！
良いところをアピー
ルするためみんなで
撮影しました。

③PR撮影
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�市企画課 政策係　☎35-3712（直通）

50周年

市制施行50周年記念ロゴマーク・キャッチフレーズ

　

え
び
の
市
は
、
12
月
1

日
に
市
制
施
行
50
周
年
と

い
う
記
念
す
べ
き
節
目
の

日
を
迎
え
ま
す
。
市
で
は
、

市
民
や
市
内
団
体
、
行
政

等
と
の
協
働
に
よ
る
記
念

事
業
の
実
施
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
記
念
事
業
の
展

開
や
市
内
外
へ
の
本
市
の

魅
力
発
信
、
ま
た
、
事
業

の
統
一
性
を
表
す
と
と
も

に
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
愛

着
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、

市
制
施
行
50
周
年
記
念
事

業
に
使
用
す
る
ロ
ゴ
マ
ー

ク
と
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

の
公
募
を
令
和
元
年
8
月

1
日
か
ら
10
月
4
日
の
間

に
行
い
ま
し
た
。
ロ
ゴ

マ
ー
ク
58
作
品
、
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
１
２
１
作
品

と
多
く
の
応
募
が
あ
り
、

え
び
の
市
制
施
行
50
周
年

記
念
事
業
実
行
委
員
会
に

よ
る
審
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
審
査
を
経
て
、
ロ
ゴ

名前 キャッチフレーズ
①岩井 壮介さん 新たな一歩　未来につなぐ　夢と希望の「えびの」50 年
②工藤 元市さん 笑顔で迎える、えびの市 50 周年
③桑原 智恵子さん ありがとう 50 年。未来の夢追うえびの市
④豊廣 剛さん 50 周年　活かす手　伸ばす手　支える手
⑤仁井田 京子さん 花咲け未来へ！夢・笑顔！えびの市 50 周年
⑥吉田 慶嗣さん ときめき、きらめき、めきめき　えびの 50 年

■キャッチフレーズ佳作作品

マ
ー
ク
と
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
そ
れ
ぞ
れ
最
優
秀

賞
1
作
品
、
佳
作
6
作
品

が
決
定
し
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
と
な
っ
た
ロ

ゴ
マ
ー
ク
・
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
を
市
制
施
行
50
周

年
記
念
事
業
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
使
用
し
て
い
く
予
定
で

す
。
市
全
体
で
の
50
周
年

記
念
の
周
知
や
お
祝
い

ム
ー
ド
を
高
め
る
た
め
、

市
民
の
皆
さ
ん
、
市
内
団

体
・
企
業
な
ど
の
皆
さ
ん

も
、
こ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
・

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
広

く
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
特
急
は
や
と
の
風
が

平
日
チ
ャ
ー
タ
ー
可
能
に
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
市
民
に
よ
る
観
光
列

車
チ
ャ
ー
タ
ー
利
用
促
進
の
モ
デ

ル
事
業
と
し
て
、
特
急
は
や
と
の

�市企画課 政策係　☎35-3712（直通）　

観 光

特急はやとの風で行く吉都線観光列車ツアー

平成 31 年 2 月に行われた特急はやとの風で行く吉都線観光列車ツアー

・ �株式会社JTB 宮崎支店 営業課
☎0985-29-3511/FAX 0985-27-1124　〒880-0805 宮崎県宮崎市橘通東4-7-28
営業時間 午前9時30分～午後5時30分（土・日・祝日を除く）

風
で
行
く
吉
都
線
観
光
列
車
ツ

ア
ー
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
、
お
誘
い
あ
わ

せ
の
う
え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

＜特急はやとの風で行く吉都線観光列車ツアー＞
【出発日】2 月 25 日（火）・26 日（水）
【参加費】1 人 5,500 円（昼食・各地入館料込み）

※申し込み後、出発日の前日より起算して 10 日前を過ぎて取り消した場合は取消料が発生します。
【募集人員】1 回 40 人（最少催行人員 30 人）※未就学児は参加できません。

※ 30 人に満たない場合は、中止になることがあります。定員になり次第、締め切ります。
【集合・解散場所】自宅最寄りの駅（京町温泉駅・えびの駅・えびの上江駅・えびの飯野駅のいずれか）
【ツアー行程】京町温泉駅（9：12 発予定）⇒　えびの駅（9：19 発予定）⇒　えびの上江駅（9：26 発予定）

⇒　えびの飯野駅（9：31 発予定）⇒　都城駅（10：19 着予定）⇒　貸切バスで移動　⇒　霧の蔵ブルワリー
散策（10：35）・霧島酒造工場見学（11：00 ～ 12：20）・霧の蔵ブルワリー昼食（12：20 ～ 13：10）⇒　
旧後藤家商家交流資料館（13：40 ～ 14：30）⇒　貸切バスで移動　⇒　都城駅（15：00 発予定）⇒　えび
の飯野駅（15：53 発予定）⇒　えびの上江駅（15：57 発予定）⇒えびの駅（16：12 発予定）⇒　京町温泉
駅（16：18 着予定）
※時刻、見学箇所、順序は、諸事情により変更となる場合があります。最寄りの駅の出発時間は 1 分から 2
分程度早くなることがあります。時間に余裕を持ってお越しください。乗り遅れた場合、払い戻しはできません。
※詳しい内容やお申し込みについては、以下にお問い合わせください。

■ロゴマーク佳作作品

■市制施行 50 周年記念事業ロゴマーク・キャッチフレーズ

　

市
制
施
行
50
周
年
記

念
事
業
ロ
ゴ
マ
ー
ク
・

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
使

用
は
無
料
で
す
が
、
申
請

の
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

使
用
す
る
場
合
は
市
企
画

課
政
策
係
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

①新田 のりあきさん ②居関 孝男さん ③大中 裕未さん

④工藤 和久さん ⑤庄司 義行さん ⑥前田 貴行さん

【ロゴマーク最優秀賞】
梅村 元彦さん（愛知県）

【キャッチフレーズ最優秀賞】
井深 靖久さん（愛知県）

【最優秀賞作品説明】
制作者による作品の
説明です。
◯ロゴマーク
えびの市の温かな心
で市民が明るく楽し
く 生 き て い る 町 で
50 周 年 を 笑 顔 で 迎
えお祝いしている様
子を表現しました。
◯キャッチフレーズ
これまでの 50 年を
振り返り、次なる時
代への意気込みを文
字にしました。
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�市畜産農政課 畜産振興室　☎35-3744（課直通）

畜 産

2月は家畜防疫強化月間です

ザ
の
発
生
は
な
い
も
の
の
、
台
湾

で
は
、
季
節
を
問
わ
ず
農
場
で
の

発
生
が
継
続
的
に
確
認
さ
れ
、
国

内
へ
の
侵
入
リ
ス
ク
は
高
い
状
態

で
す
。

　

渡
り
鳥
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
て

い
る
た
め
、
養
鶏
農
家
の
皆
さ
ん

は
、
再
度
、
防
鳥
ネ
ッ
ト
の
確
認

と
補
修
、
捕
獲
器
、
忌
避
剤
、
殺

鼠
剤
の
設
置
、
鶏
舎
周
り
の
石
灰

散
布
な
ど
、
最
大
限
の
防
疫
体
制

を
整
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
愛

玩
鶏
を
飼
養
し
て
い
る
皆
さ
ん

も
、
小
屋
で
管
理
し
、
金
網
や
防

鳥
ネ
ッ
ト
を
張
る
、
エ
サ
や
水
は

小
屋
の
中
に
置
く
な
ど
、
野
鳥
と

の
接
触
を
避
け
る
よ
う
な
対
策
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
Ｐ
Ｅ
Ｄ（
豚
流
行
性
下
痢
）・
Ｃ

Ｓ
Ｆ（
豚
コ
レ
ラ
）・
Ａ
Ｓ
Ｆ（
ア

フ
リ
カ
豚
コ
レ
ラ
）】

　

本
県
で
は
、
平
成
30
年
12
月
に

日
南
市
の
一
貫
経
営
の
養
豚
農
場

で
Ｐ
Ｅ
Ｄ
が
確
認
さ
れ
て
以
降
発

生
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
千
葉
県
お

よ
び
群
馬
県
で
は
12
月
に
発
生
が

確
認
さ
れ
て
お
り
、
県
内
へ
の
侵

入
リ
ス
ク
が
高
い
状
態
に
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
国
内
で
平
成
4
年
以

来
26
年
ぶ
り
に
Ｃ
Ｓ
Ｆ
の
発
生

が
確
認
さ
れ
て
以
降
、
10
府
県

　

国
内
に
お
い
て
、
Ｃ
Ｓ
Ｆ（
豚

コ
レ
ラ
）お
よ
び
Ｐ
Ｅ
Ｄ（
豚
流
行

性
下
痢
）の
発
生
や
野
鳥
か
ら
低

病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
一

方
、
海
外
で
は
依
然
と
し
て
口
蹄

疫
お
よ
び
Ａ
Ｓ
Ｆ（
ア
フ
リ
カ
豚

コ
レ
ラ
）の
発
生
も
続
発
し
て
い

ま
す
。

【
口
蹄
疫
】

　

5
月
か
ら
7
月
に
中
国
、
10
月

か
ら
12
月
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
口
蹄

疫
の
発
生
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す

（
令
和
元
年
12
月
17
日
現
在
）。
近

隣
国
で
あ
る
韓
国
で
は
、
平
成
31

年
1
月
に
発
生
し
、
引
き
続
き
警

戒
が
必
要
で
す
。

【
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
】

　

愛
媛
県
、
栃
木
県
、
奈
良
県
、

島
根
県
で
は
、
野
鳥
か
ら
の
低
病

原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
が
４
件
確
認
さ
れ
て
い
ま
す

（
令
和
元
年
12
月
13
日
現
在
）。
韓

国
で
は
、
10
月
以
降
野
鳥
か
ら
の

低
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ

イ
ル
ス
が
17
件
確
認
さ
れ
て
い
ま

す（
令
和
2
年
1
月
5
日
現
在
）。

　

低
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

は
、
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
へ
変
異
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
中
国
で
は
、
5
月
以
降
農
場

で
の
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

で
53
件
確
認
さ
れ
て
い
ま
す（
令

和
2
年
1
月
8
日
現
在
）。
野
生

イ
ノ
シ
シ
に
つ
い
て
は
、
12
県
で

１
6
８
０
頭
確
認
さ
れ
て
お
り
、

感
染
が
拡
大
し
て
い
ま
す（
令
和

2
年
1
月
4
日
現
在
）。

　

さ
ら
に
、平
成
30
年
8
月
17
日
、

中
国
で
、
ア
ジ
ア
地
域
で
初
め
て

Ａ
Ｓ
Ｆ
の
発
生
が
確
認
さ
れ
て
以

降
、
周
辺
国
に
感
染
が
拡
大
し
、

12
カ
国
で
６
8
８
8
件
発
生
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す（
令
和
2
年
1

月
6
日
現
在
）。
国
内
で
は
、
平

成
30
年
10
月
以
降
、
旅
客
の
携
帯

品
か
ら
収
去
し
た
畜
産
物
か
ら
、

Ａ
Ｓ
Ｆ
遺
伝
子
が
86
件
確
認
さ
れ

て
お
り
、
警
戒
が
必
要
で
す（
令

和
元
年
12
月
26
日
現
在
）。

　

市
内
で
発
生
し
た
口
蹄
疫
終
息

か
ら
9
年
が
経
過
し
、
防
疫
意
識

の
低
下
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

畜
産
農
家
の
皆
さ
ん
は
、
飼
養
衛

生
管
理
基
準
を
順
守
し
、
野
生
動

物
の
侵
入
防
止
や
畜
舎
の
清
掃
・

消
毒
、
立
入
者
記
録
簿
の
記
入
、

農
場
内
外
の
長
靴
の
履
き
替
え
、

車
両
消
毒
、
踏
込
消
毒
槽
の
点
検

を
徹
底
し
、
防
疫
対
策
の
さ
ら
な

る
強
化
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
毎
月
20
日
は
消
毒
の
日

と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
で
の
一

斉
消
毒
の
取
り
組
み
な
ど
、
関
係

者
が
一
体
と
な
っ
た
防
疫
対
策
を

徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

野生動物侵入防止対策をしましょう

消毒の徹底をお願いします

人権の大切さを学ぶ

ジンケンジャー派遣事業

　加久藤保育園に人権啓発キャラクターのジン
ケンジャーがやってきました。これは、宮崎県
が行っている事業で、県内の保育園や幼稚園に
ジンケンジャーと人権擁護委員を派遣し、人権
の大切さについて考えてもらおうと行われてい
るものです。
　同事業では、ジンケンジャーによるショーや
人権擁護委員による紙芝居、園児へのプレゼン
ト贈呈などが行われました。

12/5

みんなで描いた絵が光る

えびのヒカリテラスイルミネーション

　市文化センター前広場に設置されたイルミ
ネーションの点灯式が行われました。今回は 8
枚の板を組み合わせた絵を用意し、産業文化祭
で、訪れた子どもや家族連れなどに色を塗って
もらいました。
　点灯式では、飯野中、加久藤中、飯野高校の
吹奏楽部、えびの太鼓の演奏、第九を歌う会が
クリスマスソングを披露し、市内協力店舗によ
る無料振る舞いなども行われました。

12/8

有名ソリストと市民の共演

第九でえびのを元気に公演
　

市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
第
九
で
え

び
の
を
元
気
に
」
公
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
令
和
元
年
度
市
民
提

案
運
営
型
自
主
文
化
事
業
と
し
て
行

わ
れ
た
も
の
で
、
今
回
で
9
回
目
と

な
り
ま
す
。

　

第
1
部
は
、
パ
リ
の
ノ
ー
ト
ル

ダ
ム
大
聖
堂
を
舞
台
と
し
た
創
作

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
第
2
部
は
、
ベ
ー

ト
ー
ベ
ン
の
交
響
曲
第
9
番
第
4
楽

章
「
歓
喜
の
歌
」
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
会
場
を
埋
め
尽
く
し
た
来
場
者

か
ら
は
、
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

12/8
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犯罪防止を呼びかけ

年末・年始地域安全運動

　各地区の交番・駐在所連絡協議会が令和元年
年末年始地域安全運動を行いました。これは、
パトロールの強化や防犯チラシを配布すること
で防犯意識を高めてもらい、金融機関やコンビ
ニでの強盗事件や特殊詐欺を防止するために行
われたものです。
　この日は、真幸地区で京町駐在所連絡協議
会やえびの地区防犯協会など、17 人が参加し、
パトロールやチラシ配布を行いました。

12/13

えびのの魅力を幅広く発信

特別親善大使・特別環境大使委嘱

　市では、えびの市や九州が世界に誇る豊かな
自然や歴史・文化などを幅広く発信し、海外か
らのインバウンド増加等による地方創生の実現
を図るため、駐日外交団長・駐日サンマリノ共
和国特命全権大使のマンリオ・カデロ氏に「九
州 きりしま えびの特別親善大使」を委嘱しま
した。また、水中表現家として世界で活躍して
いる二木あいさんに「九州 きりしま えびの特
別環境大使」を委嘱しました。

12/20

一年間の無病息災を願う

竹はしらかし

　市内各地の田んぼや河川敷で「竹はしらかし」
が行われました。
　中島自治会では、1 月 4 日に中島地区内の田
んぼで行われました。
　竹はしらかしは、一年間の無病息災を願って
行われているものです。組んだ竹のやぐらで門
松やしめ縄などを燃やします。
　焼いた竹を持ち帰り、家に立てかけておくと
厄よけ・魔よけになるといわれています。

10/81/3~

味が認められてうれしい

伊集院さんお米番付優秀賞獲得

　伊集院國光さんがお米番付 2019 で優秀賞を
獲得したことを市長に報告しました。この番付
は、日本お米向上委員会が主催で行っているも
のです。伊集院さんは平成 28 年にも入賞して
います。「味が認められたと喜んでいます。自
然のものを利用して、土壌改善に取り組んだ成
果だと考えています」と話していました。
　この番付で開催当初から 7 年連続で受賞者
を出している地域はえびのだけです。

12/12

伝統を受け継ぐ

飯野高校門松づくり
　

飯
野
高
校
で
「
門
松
づ
く
り
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
日
本
と

地
域
の
伝
統
文
化
を
子
ど
も
た
ち
に

継
承
す
る
た
め
に
、
地
域
住
民
と
学

校
の
協
働
で
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
門
松
づ
く
り
は
、
生
徒
や
保
護

者
な
ど
約
20
人
で
行
い
ま
し
た
。

　

同
高
1
年
の
宮
原
和
天
さ
ん
は
、

「
み
ん
な
で
飾
り
付
け
を
し
ま
し
た

が
、
高
校
生
ら
し
く
躍
動
感
、
勢
い

の
あ
る
門
松
に
仕
上
が
っ
た
と
思
い

ま
す
。
来
年
・
再
来
年
は
後
輩
に
教

え
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

12/14

穏やかな1年を

シルバー人材センターしめ縄寄贈
　

公
益
社
団
法
人
え
び
の
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
市
役
所
に
し

め
縄
を
贈
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
新

年
を
気
持
ち
よ
く
迎
え
て
ほ
し
い
と

贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

贈
ら
れ
た
し
め
縄
は
、
藤
嶋
勉
理

事
長
と
田
中
敏
春
さ
ん
に
よ
る
手
作

り
の
も
の
で
す
。

　

藤
嶋
理
事
長
は
、「
今
年
は
大
き

な
災
害
も
な
く
過
ご
せ
ま
し
た
。
来

年
も
災
害
が
な
く
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
穏
や
か
な
1
年
を
過
ご
せ
ま
す
よ

う
に
と
い
う
思
い
で
作
り
ま
し
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

12/23
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製品液を充
じゅうてん

填する工程

古畑好
み ゆ

惟さん

所在地 え び の 市 大 字 東 川 北
1321 番地 1

本社
所在地

東京都港区赤坂九丁目
7 番 1 号

事業内容 清涼飲料水の製造

開設
平成 13 年
※ 平 成 30 年 に 商 号 変
更

従業員 102 人（市内出身者 23
人）

電話番号 25-4870

　

市
で
は
、
市
内
の
事
業
所
情
報
を
市
民
に
提
供
し
地
元
企
業
の
認
知
度
を
高
め
、
市
内
事
業
所
へ
の
就

業
先
選
択
の
拡
大
を
図
る
た
め
に
、
平
成
28
年
度
か
ら
掲
載
を
希
望
す
る
事
業
所
の
募
集
を
行
い
、
広
報

え
び
の
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
5
社
程
度
の
紹
介
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
市
観
光
商

工
課
商
工
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
☎
３
５
‐
3
7
2
8

【事業所概要】

会社概要

　大学で学んだ微生物関係の知識を生か
せる仕事に就きたいと思い入社して1年
目です。現在は、充

じゅうてん

填を担当しています。
自分たちが作っている製品を見かけたり、
お客さんが手に取っているところを見る
とうれしいです。人が飲むものという意
識を持ち、1つ1つの仕事に責任を持って
取り組みたいです。

働く人の声

コカ・コーラボトラーズジャパン株式会社　えびの工場

各機器の動作を集中監視

　コカ・コーラボトラーズジャパン株式会社
は、「すべての人にハッピーなひとときをお
届けし、価値を創造します」を経営理念に、
コカ・コーラ製品の製造や販売等を行ってい
ます。同社は、1都2府35県を営業地域として
いる国内最大のコカ・コーラボトラーです。
　えびの工場は、良質で豊富な水と広大な敷
地に恵まれ、水・お茶・コーヒー・炭酸・スポー
ツ飲料など、小型容器から大型容器まで多種
多様な製品の生産を行っています。
　従業員に対しては、各個人の能力にあった
研修やトレーニングを受講できるようなカリ
キュラムになっており、積極的に学ぶことが
できます。また、休憩室の改装や空調設備の
改善、労働安全衛生対策など、働きやすい職
場環境にも努めています。
　これからも、地域社会や顧客の皆さんから
評価される企業を目指していきます。

えびの

●�日時＝2月23日（日）
●�場所＝市文化センター
●内容＝生涯学習功労者表彰や中学・高校合同の吹奏楽、
えびの福祉作業所の和太鼓演奏など、市民活動の発表が
行われます。

生涯学習振興大会

小林

�小林市 商工観光課
☎23-1174

�市社会教育課 社会教育係
☎35-2268（課直通）

●日程＝2月22日（土）・23日（日）
●�場所＝JR小林駅前 中央ふれあい広場（スタート・ゴール）
●参加料＝一般：2,000円、小中高生500円 ※未就学児無料
●コース＝各日30km、20km、10km、5kmの4コース

第22回みやざきツーデーマーチ
こばやし霧島連山絶景ウォーク

　
「
何
気
な
く
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
を
丸

め
て
い
た
ら
、
そ
の
と
き
食
べ
て
い
た
ブ
ド

ウ
に
似
て
い
た
の
で
、
こ
れ
は
ブ
ド
ウ
の
模

型
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
手
遊
び
が
趣

味
に
な
り
ま
し
た
」
と
話
す
の
は
、
黒
木
辰

馬
さ
ん
で
す
。

　

黒
木
さ
ん
は
、
新
聞
紙
や
段
ボ
ー
ル
を
利

用
し
て
作
っ
た
ち
ぎ
り
絵
や
模
型
を
産
業
文

化
祭
に
毎
年
出
展
し
て
い
ま
す
。「
出
展
す

る
作
品
は
1
つ
か
2
つ
で
す
が
、
1
年
か
け

て
作
製
し
て
い
ま
す
。
作
る
と
き
は
、
そ
の

実
物
の
写
真
を
た
く
さ
ん
撮
っ
て
よ
く
観
察

す
る
こ
と
か
ら
始
め
て
、
設
計
図
を
作
り
ま

す
。
材
料
は
新
聞
紙
と
段
ボ
ー
ル
と
紙
粘
土

で
す
」

　

作
品
作
り
に
入
る
と
楽
し
く
て
食
事
を
忘

れ
る
く
ら
い
没
頭
し
て
し
ま
う
と
い
う
黒
木

さ
ん
。「
妻
か
ら
、
お
父
さ
ん
ご
飯
て
言
っ

て
い
る
で
し
ょ
と
怒
ら
れ
ま
す
。
で
す
が
、

土
台
や
中
心
と
な
る
も
の
、
背
景
と
次
々
に

作
る
楽
し
さ
が
で
て
く
る
の
で
、
つ
い
時
間

を
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
」

　

黒
木
さ
ん
は
、
高
齢
者
は
手
作
業
で
で
き

る
こ
と
や
手
遊
び
を
、
若
い
人
は
趣
味
を
見

つ
け
て
ほ
し
い
と
話
し
ま
す
。「
脳
の
活
性

化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
し
、
何
よ
り
自
分
を

元
気
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
続

け
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。『
3
日
続
け

ば
何
か
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
3
カ
月
続

け
ば
す
ご
い
こ
と
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

3
年
続
け
ば
す
ご
い
こ
と
を
し
て
い
る
』
そ

の
言
葉
が
私
を
支
え
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
で

し
た
。

継続は力なり

黒
木
辰
馬
さ
ん

Profile

くろきたつま／中島／
87 歳／趣味：弓道・も
のづくり



19  18広報 令和2年1月号

　

加
齢
と
と
も
に
心
身
の
活
力
が
低
下

し
た
虚
弱
状
態
の
こ
と
を「
フ
レ
イ
ル
」

と
い
い
ま
す
。フ
レ
イ
ル
は
低
栄
養（
体

重
減
少
）
で
筋
肉
量
が
減
少
し
、
身
体

活
動
量
が
減
少
す
る
こ
と
で
進
行
し
て

い
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。進
行
す
る
と

要
介
護
状
態
に
な
る
率
が
高
く
な
り
ま

す
。低
栄
養
に
な
る
と
抵
抗
力
が
低
下

し
、
病
気
に
な
り
や
す
く
な
る
だ
け
で

な
く
、
軽
い
病
気
で
も
回
復
に
時
間
が

か
か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。低
栄
養
の

目
安
に
は
Ｂ
Ｍ
Ｉ
（
体
重
［
㎏
］
÷
身

　

主
菜
で
あ
る
魚
・
肉
・
卵
や
牛
乳
に
含

ま
れ
る
動
物
性
タ
ン
パ
ク
質
に
は
体
に

欠
か
せ
な
い
必
須
ア
ミ
ノ
酸
が
含
ま
れ

る
た
め
、
不
足
さ
せ
な
い
こ
と
が
大
切

で
す
。ま
た
、
野
菜
に
は
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ

ネ
ラ
ル
・
食
物
繊
維
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
水
分
も
多
く
含
ま
れ
る
た
め
、
脱

水
予
防
の
面
か
ら
も
1
日
3
5
0
ｇ

（
1
日
に
5
鉢
）
が
必
要
で
す
。

　

食
事
を
し
っ
か
り
と
る
た
め
に
は

「
お
口
の
健
康
」
も
大
切
で
す
。口こ

う
く
う腔
ケ

ア
や
義
歯
の
調
整
の
た
め
に
も
歯
科
の

定
期
受
診
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
　

文
：
市
健
康
保
険
課 

中
原
栄
養
士

いきいき! 健康
H e a l t h y  L i f e

高
齢
者
と
フ
レ
イ
ル
～
低
栄
養
を
予
防
～

長
［
m
］
÷
身
長
［
m
］）
が
18
・
5
未

満
や
6
カ
月
以
内
で
2
㎏
か
ら
3
㎏
の

体
重
減
少
な
ど
が
あ
り
ま
す
。今
回
は
、

低
栄
養
に
な
ら
な
い
た
め
の
食
生
活
の

ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

①
1
日
3
食
し
っ
か
り
食
べ
る

　

欠
食
す
る
と
1
日
に
必
要
な
食
事
量

（
栄
養
）
を
満
た
せ
ま
せ
ん
。ま
た
、
菓

子
や
甘
い
飲
み
物
な
ど
の
と
り
過
ぎ
は

食
事
量
が
減
る
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

②
主
食
・
主
菜
・
副
菜
を
組
み
合
わ
せ
て

食
べ
る

出
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

通
信
販
売
で
商
品
を
購
入
す
る
時
は
、

広
告
ペ
ー
ジ
や
最
終
確
認
画
面
な
ど
で

支
払
う
総
額
、
解
約
・
返
品
で
き
る
か

な
ど
の
条
件
を
し
っ
か
り
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

　

困
っ
た
と
き
は
、
消
費
生
活
の
相
談

窓
口
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
1
8
8
（
局
番
な
し
）

市
消
費
者
相
談
窓
口
（
火
曜
日
の
み
）

☎
35
‐
3
7
3
1

　
　
　
文
：
市
民
環
境
課 

生
活
環
境
係

高
額
商
品
送
付
の
通
信
販
売
に
注
意
！

　
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
実
質

無
料
と
記
載
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
サ
プ
リ

メ
ン
ト
を
注
文
し
た
。
広
告
に
、
1
袋

1
9
8
0
円
と
表
示
さ
れ
て
い
た
の
で

定
期
購
入
で
も
大
丈
夫
だ
と
思
っ
て
い

た
。し
か
し
、
2
回
目
の
商
品
が
届
き
、

確
認
す
る
と
、
大
量
の
商
品
と
約
4
万

円
の
請
求
書
が
入
っ
て
い
た
。驚
い
て

広
告
を
よ
く
読
む
と
、
1
袋
6
日
分
で

1
9
8
0
円
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

こ
ん
な
に
高
額
な
代
金
は
払
え
な
い
」

と
い
っ
た
事
例
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
は
通
信
販
売

に
あ
た
る
た
め
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

の
適
用
が
な
く
、
業
者
の
利
用
規
約
に

従
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。注
文
時
に
見

た
販
売
サ
イ
ト
の
広
告
表
示
、
返
品
特

約
、
最
終
確
認
画
面
等
を
確
認
し
、
保

存
し
て
い
れ
ば
、
そ
れ
を
も
と
に
販
売

サ
イ
ト
に
交
渉
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
解
約
し
た
い
の
に
事
業
者
に

電
話
が
つ
な
が
ら
な
い
場
合
は
、
電
話

を
か
け
た
と
い
う
記
録
を
保
存
し
、
電

話
以
外
の
書
面
や
電
子
メ
ー
ル
で
申
し

くらしのメモ
N o t e  o f  L i v i n g110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33‒0110

えびの消防署 ☎ 33‒6119

7月の交通事故発生状況
人 身 6件 本年累計 65件
物 件 25件 本年累計 195件

住宅用火災警報器の設置を

消防庁が昨年 6 月に発表した住宅用火災警報器
の全国設置率は、82.3％でした。それに対して、

西諸地区は、56.2％と設置率が低い状況です。
　住宅用火災警報器は、住宅での火災の発生を早期
に感知し警報する設備です。住宅火災の被害状況を
分析したところ、警報器を設置している場合は、設
置していない場合に比べて、死者は約 4 割減、焼損
床面積と損害額は約半減という結果となりました。
　今年も、消防署職員が定期的に市内を巡回し、設
置調査を行います。職員は、身分を証明するもの（消
防手帳）を必ず携帯しています。また、住宅用火災
警報器や消火器の販売などをすることはありません
ので、ご注意ください。

12月の活動状況
［えびの消防署管内］

火 災 0件 年 計 9件
救 急 94件 年 計 883件

110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33‒0110

えびの消防署 ☎ 33‒6119

12月の交通事故発生状況
人 身 1件 本年累計 29件
物 件 30件 本年累計 320件

　

昨
年
の
11
月
に
湯
田
地
区
河
川
公
園

（
湯
田
橋
下
流
河
川
敷
）
に
8
ホ
ー
ル

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
を
新
し

く
設
置
し
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
、
昭
和
57
年

に
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
活
動
推
進
事
業
の
一

環
と
し
て
考
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。全

力
を
出
す
場
面
と
集
中
力
や
調
整
力
を

発
揮
す
る
場
面
と
を
う
ま
く
組
み
合
わ

せ
て
プ
レ
イ
す
る
競
技
で
す
。ル
ー
ル

も
簡
単
で
、
高
度
な
技
術
を
必
要
と
し

ま
せ
ん
の
で
、
初
心
者
で
も
す
ぐ
に
取

り
組
め
ま
す
。

　

予
約
な
し
で
使
用
で
き
ま
す
の
で
、

家
族
や
地
域
の
集
ま
り
な
ど
で
、
ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。ク
ラ
ブ
と
ボ
ー
ル

の
貸
し
出
し
も
え
び
の
市
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
（
加
久

藤
地
区
体
育
館
横
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
：

平
日
の
み
、☎
48
‐
9
6
7
7
）で
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
湯
田
地
区
河
川
公
園
に
は
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
の
ほ
か
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
練
習
場
や
さ
ま
ざ
ま
な

ス
ポ
ー
ツ
に
利
用
で
き
る
多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド
も
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。健
康

づ
く
り
の
き
っ
か
け
、
地
域
で
の
交
流

行
事
の
開
催
な
ど
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

公
園
内
を
貸
し
切
っ
て
利
用
す
る
場

合
は
、
え
び
の
市
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
に
事
前
に
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
感
染
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。

予
防
の
一
環
と
し
て
、
風
邪
な
ど
に
負

け
な
い
体
づ
く
り
の
た
め
に
適
度
な
ス

ポ
ー
ツ
を
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

　
　
文
：
市
社
会
教
育
課 

市
民
体
育
係

湯
田
地
区
河
川
公
園
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

全 国 的 に 、児 童 が 被 害 者 と な る 、児 童 買 春 ・
児 童 ポ ル ノ ・リ ベ ン ジ ポ ル ノ な ど の 犯 罪

が 増 え 続 け て い ま す 。こ れ ら の 多 く が 出 会 い 系
サ イ ト な ど を 利 用 し て 被 害 に 遭 っ て い ま す 。
　 次 の よ う な こ と が 児 童 被 害 の 未 然 防 止 に は 大
切 で す 。
■ 中 学 生 や 高 校 生 … コ ミ ュ ニ テ ィ サ イ ト へ の 個
人 情 報 書 き 込 み や 写 真 の 掲 載 な ど を 安 易 に 行 わ
な い 、出 会 い 系 サ イ ト を 利 用 し な い
■ 保 護 者 … 子 ど も の 携 帯 電 話 は フ ィ ル タ リ ン グ
サ ー ビ ス に 加 入 す る
　 一 瞬 の 隙 が 、一 生 の 悔 い に な ら な い よ う 注 意
し ま し ょ う 。

STOP ！児童被害

L i f e l o n g  s p o r t

生涯スポーツ
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お 知 ら せ

小中学生英語暗唱発表が行われま
す

　市国際交流センターでは、令和元年度小中学生英語暗
唱大会を開催します。市内小・中学生の英語力向上と英
語に親しむ機会を提供するとともに、国際理解と国際交
流の進展に寄与することを目的としています。各学校か
ら推薦を受けた児童生徒が出場します。市民の皆さん、
小中学生の生き生きとした発表を、ぜひ、ご覧ください。

【開催日】2月8日（土）
【時間】午前9時～正午
【場所】市国際交流センター　ロビー
【出場者】市内各学校から推薦された20人程度の児童生

徒
問市国際交流センター
☎35-3211

霧島ジオパーク市民講座「ジオパー
クと地域の発展」を開催します

　市では、えびのガイドクラブと共催で、霧島ジオパー
ク市民講座「ジオパークと地域の発展」を開催します。
　霧島ジオパークは、2010年9月に日本ジオパークの認
定を受けてから、今年で10年目を迎えます。地域住民に
とってかけがえのない資源であるジオパークの活用につ
いて、講演会を開催します。ぜひ、ご来場ください。

【開催日】2月16日（日）
【時間】午前10時～正午
【場所】グリーンパークえびの　2階　シアタールーム
【講師】鹿児島大学名誉教授　大木 公彦氏
【参加費】無料

※席に限りがありますので、お早めにご来場ください。
問市企画課 政策係
☎35-3712（直通）

「第2回宮崎緩和ケアセミナー2020」
を開催します

　宮崎県がん診療連携協議会では、緩和ケアに関する普

及・啓発を目的に、「第2回宮崎緩和ケアセミナー 2020」
を開催します。

【開催日】2月29日（土）
【時間】正午～午後4時
【場所】シーガイアコンベンションセンター
【参加費】無料
【内容】
［講演］①「もっと身近に、緩和ケアー緩和ケア病棟の上

手な使い方ー」
講師：宮崎市郡医師会病院 緩和ケア科医長　内藤 明美医
師
②「がん患者・家族の、安心・安全な在宅療養を支援する」
講師：クリニックうしたに 院長　牛谷 義秀医師

［特別講演・演奏］村上三絃道　村上 由哲氏
［催し物］各種相談（リハビリ、栄養、薬、看護など）、無

料検診、ウィッグ試着、爪のケア
※申し込みが必要です。参加を希望する人は、以下の連
絡先にお申し込みください。
申・問宮崎大学 医学部 医療支援課
☎0985-85-9758

にせ税理士に注意！

　税理士でない人が、税務代理や税務書類の作成、税務
相談などの税理士業務を行うことは、税理士法で固く禁
じられています。
　所得税および復興特別所得税、消費税および地方消費
税の確定申告書や決算書などの税務書類の作成や税務相
談を依頼する場合は、税理士であること（「税理士証票」
を携行し、「税理士会員章（バッジ）」を着けています。）
を確認のうえ、ご相談ください。
　「にせ税理士」へ相談することは、あなた自身に不測の
損害を与えるおそれがありますので、十分にご注意くだ
さい。
　詳しくは、最寄りの税務署にお問い合わせください。
問小林税務署
☎23-3126 ※自動音声案内

（短歌）竹下妙子さん☎ 37 ｰ 3056　（俳句）松山良文さん☎33 ｰ 4904　（詩）ポエム同好会（田中虎夫さん）☎ 33 ｰ 2959まで

心の一首一句 あなたもつくってみませんか。

霧
島
は
端
然
と
あ
り
地
上
の
汚
辱

人ひ
と
よ世

の
か
な
し
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
下
妙
子

　
令
和
二
年
の
初
春
月
を
迎
え
自
然
界
の
植
物
は
長
い
冬
に
耐
え
春
を
待
つ
。な
ぜ
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人
間
は
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れ
程
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「
人
世
の
か
な
し
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を
味
わ
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と
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こ
ん
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汚
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れ
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。

人
間
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「
寒
の
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は
ま
だ
続
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で
あ
ら
う
か
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解
の
よ
う
に
人
類
愛
を
信
じ
た
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。
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　「
お
母
さ
ん
、
今
朝
も
寒
い
で
す
ね
。」
と
笑
顔
の
少
華
君
が
こ
こ
に
居
る
よ
う
だ
。記

念
樹
の
椿
は
今
年
も
見
事
に
咲
き
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
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カ
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カ
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と
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い
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イ
の
葉
陰
の
そ
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中
に

彼
が
い
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彼
が
い
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声
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目
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右
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小
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な
か
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ま
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来
た

来
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た

今
年
も
来
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私
の
確
認
を
と
る
か
の
よ
う
に

彼
は
自
慢
げ
に

白
の
紋
付
羽
織
を

ゆ
ら
し
て
見
せ
る

ぴ
ょ
こ
ん　

ぴ
ょ
こ
ん
と

お
辞
儀
を
す
る

今
年
も
彼
は
来
た

迷
わ
ず
こ
こ
に
来
た

生
き
方
も
変
え
て
い
な
い

軸
も
ぶ
ら
し
て
い
な
い

さよならの儀式

宮部みゆき／著
（河出書房新社）

おすすめの一冊

えびの市民図書館
☎35-0242  https://ebino-city-lib.jp/

■開館時間■　火曜日～土曜日／午前9時～午後7時　
　　　　　　　日曜日・祝日／午前9時～午後5時 
■休 館 日■　毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）

そらいろ男爵

ジル・ボム／文
ティエリー・デデュー／絵

中島さおり／訳
（主婦の友社）

◎お知らせ

2 月 時間
岡元小学校→市立病院→
さくら苑 

12 日（水）、26 日
（水） 13：15 ～ 15：15

プラッセだいわ→真幸地
区体育館→老人福祉セン
ター

13 日（木）、27 日
（木） 14：05 ～ 16：30

飯野地区コミュニティセ
ンター

14 日（金）、28 日
（金） 14：05 ～ 14：30

飯野駅前地区体育館→飯
野出張所 5 日（水）、19 日（水）14：05 ～ 15：15

麓橋団地→大平職員宿舎
→自衛隊官舎 7 日（金）、21 日（金）14：50 ～ 16：30

◎ブックランド号

■土曜シネマ
●日時＝2月15日（土）午後1時30分～
●場所＝学習室
●参加費＝無料
●内容＝「顔　松本清張ドラマスペシャル」（大人向け）

■手作り講座「おひなさま作り」
●日時＝2月22日（土）午後1時30分～午後3時
●場所＝学習室
●定員＝20組 ※申し込みが必要です。
※定員になり次第締め切ります。
●参加費＝無料
※小学2年生以下は保護者同伴でお願いします。

■読まなくなった本をお譲りください！
市民図書館では、3月8日（日）に行われる「ブックリサイク
ル」の本の寄贈を募集しています。読まなくなった本がある
場合は、寄贈をお願いします。
※寄贈していただいた本は無料で配布します。図書館の本
として受け入れる場合もあります。
●本の種類＝絵本・児童書・文芸書・文庫本・実用書・雑誌・コ
ミック
※記名・汚れ・落書きのある本や、週刊誌、月刊誌、新聞、百
科事典・辞典・辞書、問題集などはお断りしています。
●受付期限＝2月29日（土）
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1 月1日、矢 岳 高 原には 初日の出を見 ようと多くの人 が
訪 れていました 。皆さん 昇ってくる朝日を 楽しんで い

ました 。今 年も良い年でありますように 。（ 東 ）

華 や かな 振 袖 や は かま、スーツに 身を 包 んだ 新 成 人
たち。久々に 友 人や恩 師と再 会し 、楽しく会 話 や 記

念 撮 影 をする皆 さん の 笑 顔 はきらきらと輝 いていました 。
（ 久保 田 ）

人　口 18,062人（前月比-28人）

男性／ 8,554人（ -6人）　女性／ 9,508人（ -22人）

転入／ 33人　転出／ 33人
出生／ 7人　死亡／ 35人

世帯数 8,392世帯（前月比-15世帯）
（令和2年1月1日現在）

E
d
ito

r's

・市内在住で、介護保険の認定を受けていない人
・市が行う介護予防事業の手伝いができる人
・養成講座終了後、連絡会（研修等）に参加できる人

【日程等】（全5回）

期日 内容 講師

2 月 18 日
（火）

開講式、包括支援センターの
役割と仕事内容紹介、講座の
目的と進め方、自己紹介
講話「筋力を鍛える意義と百
歳体操について」
実技：百歳体操・脳いきいき

保健師
先輩サポーター

2 月 25 日
（火）

講話「口
こうくう

腔機能を向上させま
しょう」口腔ケア・かむ力・
飲み込む力について
かみかみ体操・しゃきしゃき
体操
市内の百歳体操紹介
実技：百歳体操

歯科衛生士
看護師
保健師

3 月 3 日
（火）

講話「食べることを大切にし
ましょう」介護予防の基本は
食べること
サポーター活動の実際
実技：百歳体操

健康保険課 栄養士
保健師

3 月 10 日
（火）

講話「認知機能の低下を予防
しましょう」脳の仕組みと関
連の病気、講話「ボランティ
ア活動とは」
実技：百歳体操・脳いきいき

保健師または認知
症地域支援推進員、
市社会福祉協議会
ボランティア育成
担当

3 月 17 日
（火）

「先輩サポーターの活動報告を
聞こう」今後のサポート活動
のヒントを得よう
閉講式（認定証授与）
実技：百歳体操・脳いきいき

保健師
先輩サポーター

※全5講座中、4講座以上受講すると「はつらつサポー
ター」として認定されます。その後は「はつらつサポー
ター連絡会」会員として、ボランティア保険に加入し、
地域の百歳体操を支えるとともに、サポーター活動に役
立つ情報交換や自らの健康保持に役立つ研修会に参加す

ることになります。
【時間】午前9時30分～正午　［受付］午前9時～
【場所】市社会福祉協議会 2階
【参加費】無料
【準備する物】靴、飲み物、運動できる服装
【申込方法】市介護保険課地域包括支援センターに電話

でお申し込みください。
【申込期限】2月10日（月）

申・問 市介護保険課 地域包括支援センター
☎35-1112（課直通）

「卓球体験教室」参加者募集

　市社会教育課では、生涯スポーツ振興の一環として、
卓球体験教室を開催します。卓球は、経験がなくても老
若男女問わず楽しむことができるスポーツです。初心者、
経験者問わず、ぜひ、ご参加ください。

【開催日】2月4日（火）から3月末までの毎週火曜日と土
曜日

【時間】火曜日：午後5時～午後6時30分
土曜日：午後1時30分～午後3時

【場所】市民体育館
【対象】5歳以上
【参加費】2,000円（別途、保険料800円がかかります。）
【指導者】宮崎県卓球協会・えびの市卓球協会
【準備する物】運動のできる服装、体育館シューズ、飲み

物、タオル等を各自準備してください。※ラケットを持っ
ていない人は、協会で準備します。

【申込期限】随時受け付けています。
申・問 えびの市卓球協会（担当：安藤）
☎090-4983-5629

◎ 今月の 表 紙
　 1 月5 日、令 和 2 年えび の 市 成 人
式 が 行 わ れ まし た 。振 袖 や は か ま
な ど、晴 れ 着 に 身を 包 ん だ 新 成 人
たちは 友 人との 再 会 を喜 んで いま
した 。

応援をお願いします
「第74回南九州駅伝競走大会」
　今年も南九州駅伝競走大会が開催されます。えびの市
より「自衛隊のまちえびの」チームが出場します。沿道
での応援をよろしくお願いします。また、交通規制が行
われますので、ご協力をお願いします。

【開催日】2月2日（日）
【走路】国道221号線～国道10号線
【通過予定時刻】

場所 時間

スタート：真幸地区体育館前 午前 10 時

セブンイレブンえびの飯野店前 午前 10 時 35 分

三本松（小林市） 午前 10 時 51 分

靴の小笠原前（小林市） 午前 11 時 14 分

フリーウェイ工業団地南口前（高原町） 午前 11 時 36 分

ローソン高崎大牟田店前（都城市） 午後 0 時 4 分

都城市立志和池小学校前（都城市） 午後 0 時 32 分

ゴール：都城市立美術館 午後 1 時 6 分

問一般財団法人都城市体育協会 南九州駅伝競走大会事
務局
☎0986-26-7133
問えびの市体育協会（市社会教育課内）
☎35-2268（課直通）

ひとり親家庭等児童入学祝金の申
請をお願いします

　市では、ひとり親家庭等の保護者に対して、経済的負
担を軽減するとともに、児童の健全な育成を図ることを
目的として、養育している児童の小学校入学に際して祝

金を支給しています。対象者と想定される人には、2月に
案内を送付します。期間内に申請をお願いします。

【対象】令和2年4月に小学校入学を迎える児童を養育し
ているひとり親家庭の保護者もしくは父母が養育しない
場合において現に児童を養育している者 ※入学日まで
に対象児童がえびの市民でなくなった場合やひとり親家
庭等に該当しなくなった場合は対象外となります。

【支給額】対象児童1人につき1万円分のえびの市商工会
の商品券を支給します。
※申請受付後、支給決定した人に窓口で交付します。

【申請期間】2月12日（水）～ 2月18日（火）
※申請期間終了後に対象となった人は、3月31日（火）ま
で随時受け付けます。

【受付場所】市福祉事務所 窓口（市役所本庁2階）
【受付時間】午前8時30分～午後5時15分 ※土・日、祝日を

除く
【持参する物】印鑑、ひとり親家庭であることが確認でき

る物（児童扶養手当証書、母子および父子家庭医療費受
給資格者証、戸籍謄本など）
申・問市福祉事務所 子育て支援係
☎35-3738（直通）

「はつらつサポーター養成講座」に
参加しませんか

　市では、市が行う介護予防事業や、地域で行われる百
歳体操のお手伝い役となるボランティア「はつらつサ
ポーター」の養成講座を開催します。健康寿命を延ばせ
るように、体を動かすこと・かむこと・食べることについ
て知識を深め、脳いきいきのレクリエーションを行うこ
との楽しさを体験しましょう。

【対象者】

今月の納税

個人市県民税 第4期
国民健康保険税 第7期
後期高齢者医療保険料 第7期
1月31日（金）までに納めましょう。
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写真：穂が開き切ったマンネンスギ（撮影：令和元年12月24日）

冬の彩り

マンネンスギ
Licopodium dendroideum ヒカゲノカズラ目 ヒカゲノカズラ科
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